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議
院
議
員
早
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田
夕
季
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出
横
浜
市
金
沢
区
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工
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団
地
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事
業
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へ
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援
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護
岸
の
復
旧
に
関
す
る
質
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に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
横
浜
市
金
沢
区
の
工
業
団
地
の
被
災
事
業
者
へ
の
支
援
及
び
護
岸
の
復
旧
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

神
奈
川
県
及
び
横
浜
市
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
」
を
活
用
し
た

「
支
援
ス
キ
ー
ム
」
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
関
東
経
済
産
業
局
に
約
三
十
名
の
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
に
対
し
、
当
該
検

討
に
必
要
な
調
査
に
つ
い
て
助
言
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
補
助
要
件
を
緩
和
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
令
和
元
年
台
風
第
十
五
号
に
よ
り
被
災
し
た
中
小
企

業
に
対
し
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
中
小
企
業
の
施
設
等
の
早
期
の
復

旧
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
今
後
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
新
た
に
報
告
さ
れ
た
中
小
企
業
関
係
被
害
額
が
「
激
甚 じ

ん

災
害
指
定
基
準
」



 

２ 

 

（
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
七
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
又
は
「
局
地
激
甚 じ

ん

災
害
指
定
基
準
」
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十

二
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
を
満
た
す
場
合
は
、
激
甚 じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二
条
に
基
づ
き
、
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。 

四
の
①
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
十
月
八
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
開
催
し
た
「
東
京
湾
に
お
け
る
高
波
対

策
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
波
の
到
達
高
さ
等
の
分
析
結
果
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
の
②
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
護
岸
復
旧
工
事
の
設
計
」
及
び
「
建
設
」
に
関
す
る
横
浜
市
へ
の
技
術
的
支
援
及
び
助
言
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
の
③
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
申
請
」
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
災
害
査
定
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


